
１
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時

よ
り
（
囲
碁
は
12
時
よ
り
）
町

内
集
会
所
で
25
人
が
参
加
し
て

囲
碁
・
将
棋
・
連
珠
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

事
前
の
準
備
は
親
和
会
の
方

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

開
会
式
は
午
後
１
時
よ
り
則

武
虎
政
親
和
会
々
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
続
い
て
、
赤
井
町
内

会
長
よ
り
「
今
日
の
大
会
を
通

し
て
、
さ
ら
に
親
睦
と
交
流
を

深
め
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
明
樂

副
会
長
よ
り
運
営
に
つ
い
て
の

諸
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
、
早
速
対
局

が
始
ま
り
ま
し
た
。

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
白
熱

し
た
対
局
と
な
り
、
打
つ
人
は

勿
論
で
す
が
、
見
て
い
る
人
も

碁
・
将
棋
盤
に
釘
付
け

と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
将
棋
の

部
に
出
場
し
た
正
木
浩

輔
君
（
６
才
）
は
、
よ

く
健
闘
し
、
二
位
と
な

り
ま
し
た
。

囲
碁
の
部
は
熱
戦
を

制
し
て
長
櫓
邦
夫
さ
ん

が
優
勝
。
将
棋
の
部
で

は
、
長
谷
川
克
己
さ
ん

が
二
年
連
続
の
優
勝
。

連
珠
の
部
は
子
ど
も
、

女
性
が
参
加
し
、
河
原

百
美
子
さ
ん
が
優
勝
し

ま
し
た
。

終
了
後
、
直
ち
に
表
彰
式
に

移
り
、
各
種
目
一
位
～
四
位
ま

で
の
方
に
賞
品
が
赤
井
会
長
か

ら
渡
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
４
時
半
に
は
全
て
の
日

程
が
終
了
し
、
後
片
づ
け
を
し

て
解
散
し
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
し
た
選
手
の
皆

さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

来
年
も
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
準
備
か
ら
当
日
の
運

営
、
後
片
づ
け
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
親
和
会
役
員
の
皆
さ
ん

と
美
味
し
い
ぜ
ん
ざ
い
や
お
に

ぎ
り
、
茶
菓
子
、
飲
物
の
接
待

を
し
て
い
た
だ
い
た
婦
人
部
の

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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楠

木

忠

司

町
内
新
聞

町
内
会
主
催

囲
碁
・
将
棋
・
連
珠
大
会

正
木
浩
輔
君(

幼
稚
園
）
将
棋
の
部
で
見
事
２
位

今
年
最
初
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
町
内
会
役
員
、

編
集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
15
人
が
参
加
！

花尻

約半年かけて編集してきた「吉備の中
山 散策のしおり」が昨年末に完成し
ました。全35ページでカラー版です。
頒布価格は300円です。お問い合せ、
申し込みは楠木前会長まで。

今
年
最
初
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
は
１
月
17
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

き
き
ょ
う
町
、
編
集
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
15
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
後
８
時
過
ぎ
に
集
会
所

を
出
発
し
、
町
民
に
防
犯
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
道
路
高

架
下
や
公
園
等
は
念
入
り
に

巡
視
し
な
が
ら
、
み
ど
り
町
、

き
き
ょ
う
町
、
あ
か
ね
町
、

本
町
と
回
り
、
約
一
時
間
で

集
会
所
に
到
着
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
で
は
急

な
坂
の
手
す
り
の
設
置

や
倒
れ
て
い
る
道
標
の

修
復
も
点
検
し
ま
し
た
。

寒
い
中
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

次
回
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
は
２
月
21
日
（
土
）

の
午
後
８
時
か
ら
で
す
。

担
当
は
、
み
ど
り
町

と
体
協
役
員
、
消
防
団

と
な
っ
て
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

優勝した皆様。右から連珠の河原さん、

将棋の長谷川さん、囲碁の長櫓さんです

熱戦が展開された町内会主催
の囲碁・将棋・連珠大会風景

婦人部の方にはお世話になりました

今年最初の防犯パトロールを行う参加者の皆さん

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

【
囲
碁
の
部
】

優
勝

長
櫓

邦
夫(

本
町)

二
位

長
櫓

薫(

本
町)

三
位

則
武

虎
政(

本
町)

四
位

赤
井

和
彦(

本
町)

【
将
棋
の
部
】

優
勝

長
谷
川
克
己(

あ
か
ね
町)

二
位

正
木

浩
輔

(

き
き
ょ
う
町)

三
位

坂
本

敏
郎

(

み
ど
り
町)

四
位

風
早

一
郎

(

き
き
ょ
う
町)

【
連
珠
の
部
】

優
勝

河
原
百
美
子(

本
町)

二
位

正
木

佑
真

(

き
き
ょ
う
町)

三
位

河
原

昌
広(

本
町)

四
位

山
根

美
奈

(

き
き
ょ
う
町)

以
上
で
す
。

※
敬
称
略
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！

年
末
夜
警
は
12
月
28
日
よ

り
３
日
間
行
い
ま
し
た
。

28
日
は
き
き
ょ
う
町
の
担
当
、

自
衛
消
防
団
、
町
内
会
役
員

24
人
が
参
加
、
29
日
は
本
町
・

あ
か
ね
町
の
担
当
、
20
人
が

参
加
、
30
日
は
み
ど
り
町
、

24
人
が
参
加
、
そ
の
内
、
婦

人
部
の
方
は
述
べ
12
人
の
方

が
参
加
し
、
夜
食
の
準
備
や

湯
茶
の
接
待
な
ど
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
28
日
は
波
多
県
議

が
、
29
日
に
は
逢
沢
代
議
士

の
秘
書
、
川
本
さ
ん
が
見
え

ら
れ
ま
し
た
。

午
後
８
時
頃
に
集
会
所
に

集
ま
り
、
し
ば
ら
く
休
憩
し

た
後
、
午
後
10
時
頃
か
ら
町

内
一
円
を
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
と

拍
子
木
、
全
員
が
大
き
な
声

で
「
火
の
用
心
」
を
町
民
に

訴
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
前
０
時
に
は

夜
警
を
終
え
て
、
巡
回
し
な

が
ら
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

３
日
間
、
寒
い
夜
で
し
た
が
、

無
事
年
末
夜
警
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

ま
た
、
28
日
に
は
白
石
分

団
に
岡
山
市
か
ら
副
市
長
、

中
消
防
署
長
等
が
巡
視
に
見

え
ら
れ
、
あ
か
ね
公
園
で
出

迎
え
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
の
方
、
年
末
夜
警

ご
苦
労
様
で
し
た
。

消
防
団
の
方
の
先
導
で
夜
回
り
す
る
子
ど
も
達

年
も
押
し
迫
っ
た
12
月
28
日
（
日
）
よ
り
30
日
（
火
）
ま
で
の
３
日

間
、
恒
例
の
年
末
夜
警
を
延
べ
68
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
28
日
に
は
波
多
県
議
が
、
27
日
に
は
逢
沢
先
生
の
秘
書
の
川

本
さ
ん
が
激
励
に
駆
け
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
28
日
に
は
白
石
分
団
へ
村
手
副
市
長
、
野
上
中
署
署
長
等

の
巡
視
や
子
ど
も
の
夜
回
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

少年消防クラブ

年末夜回りを行う
寒い中 15人が参加しました

花
尻
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は

恒
例
の
年
末
夜
回
り
を
昨
年

の
12
月
28
日
（
日
）
、
ク
ラ

ブ
員
15
人
が
参
加
し
て
行
い

ま
し
た
。

夜
回
り
に
先
立
ち
、
午
後

６
時
よ
り
、
出
発
式
が
行
わ

れ
、
庭
瀬
出
張
所
の
消
防
職

員
、
花
尻
消
防
団
員
、
育
成

会
・
町
内
会
・
婦
人
部
役
員

の
方
々
25
人
も
出
発
式
に
参

加
し
ま
し
た
。

出
発
式
の
後
、
二
班
に
分

か
れ
、
消
防
団
の
方
の
先
導
、

育
成
会
役
員
の
交
通
整
理

を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

一
緒
に
町
内
を
回
り
「
火

の
用
心
」
を
町
民
に
訴
え

ま
し
た
。

約
40
分
で
子
ど
も
達
は

夜
回
り
を
終
え
、
集
会
所

に
到
着
し
、
育
成
会
が
準

備
し
た
お
菓
子
や
消
防
局

か
ら
い
た
だ
い
た
ミ
カ
ン

を
配
っ
て
貰
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

出発式には多くの団体の皆様も参加しました

岡山市副市長、野上中署署長等が白石 今年の夜警も婦人部の方に
大変お世話になりました

待機中はお互いの親睦と交流が図られました

消防団の方の先導で町内会を巡回

揃
い
の
帽
子
、
マ
イ
ク
や
拍
子

木
で
火
の
用
心
を
訴
え
ま
し
た
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岡
山
市
出
初
式
に
市
消
防
職
員
、

消
防
団
員
２
千
人
が
参
加
！

町
内
会
主
催

「
紙
は
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
！
」
環
境
教
室
の
ご
案
内

去
る
１
月
11
日
（
日
）
午

前
９
時
半
よ
り
岡
山
ド
ー
ム

に
於
い
て
、
消
防
職
員
・
団

員
約
２
０
０
０
人
が
出
席
し
、

岡
山
市
消
防
出
初
式
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
副
団
長
の
開
会

の
辞
で
始
ま
り
、
国
家
斉
唱
、

黙
と
う
の
後
、
藤
原
岡
山
市

消
防
局
長
か
ら
の
式
辞
で

「
火
災
は
若
干
減
少
し
て
い

る
が
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備

え
た
態
勢
と
政
令
市
に
ふ
さ

わ
し
い
消
防
・
防
災
体
制
を

構
築
し
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
表
彰
に
移
り
、

岡
山
県
知
事
表
彰
を
始
め
、

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
、

岡
山
市
長
表
彰
、
岡

山
市
消
防
局
長
表
彰
、

備
前
地
区
消
防
連
絡

協
議
会
長
表
彰
、
岡

山
市
消
防
団
長
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
市
長
か
ら

「
西
消
防
署
、
防
災

セ
ン
タ
ー
が
完
成
す

る
。
ま
た
、
今
年
は

市
政
120
年
、
政
令
市

移
行
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
あ
る
。
新

た
な
決
意
の
も
と
、

一
層
の
尽
力
を
願
い

た
い
」
と
の
訓
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
町
内
会
総
会

日
時

４
月
11
日
（
土
）

午
後
７
時
よ
り

場
所

町
内
集
会
所

参
加
者

代
議
員

新
旧
役
員

議
題

平
成
21
年
度
事
業
・

決
算
報
告

平
成
21
年
度
事
業

計
画
・
予
算
（
案
）

◎
準
備
役
員
会

日
時

２
月
28
日
（
土
）

午
後
７
時
よ
り

日
時

３
月
29
日
（
日
）

午
後
６
時
よ
り

※
現
在
の
役
員
の
方
は
出

席
し
て
下
さ
い

４
月
か
ら
ゴ
ミ
の
有
料
化

が
始
ま
り
ま
す
。

有
料
化
の
目
的
は
ゴ
ミ
の

減
量
化
と
資
源
化
が
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
昨
年
12
月
よ

り
新
た
に
「
ざ
つ
紙
」
の
回

収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

紙
類
は
燃
え
る
ゴ
ミ
で
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
内
会
の
子
ど
も
会
は
年

間
４
回
、
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
資
源
化
物
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
町
内
会
主
催
で
、

明
和
製
紙
原
料
株
式
会
社

（
古
紙
を
集
め
る
会
社
）
の

代
表
取
締
役
の
小
六
信
和
氏

を
お
招
き
し
て
左
記
の
よ
う

に
「
紙
は
ゴ
ミ
じ
ゃ
な
い
」

と
題
し
て
環
境
教
室
を
行
う

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
日
時

２
月
21
日
（
土
）

午
後
２
時
よ
り

★
場
所

町
内
集
会
所

★
講
師

小
六
信
和
氏

「
岡
山
市
成
人
の
集
い
」

が
１
月
11
日
（
日
）
午
後

岡
山
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、

晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
、
袴
姿

で
新
成
人
８
５
０
０
人
が

集
い
ま
し
た
。

屋
内
外
で
は
、
新
成
人

が
様
々
な
思
い
を
叫
び
、

山
陽
女
子
中
・
高
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
総
社
南
高
校

ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
着
物
の
着
付
け

を
手
伝
う
方
も
い
ま
し
た
。

式
典
で
高
谷
市
長
は

「
支
え
て
く
れ
た
人
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
自
分
の

頭
と
力
で
本
当
の
幸
せ
と

社
会
の
た
め
の
行
動
を
し

て
欲
し
い
」
と
激
励
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

尚
、
今
年
の
新
成
人
は

７
５
９
１
人
（
08
年
12
月

３
日
現
在
）
で
男
性
３
８

１
０
人
、
女
性
３
７
８
１

人
で
、
初
め
て
平
成
生
ま

れ
が
成
人
と
な
り
ま
し
た
。

新
成
人
５
８
０
０
人
が
岡
山
ド
ー
ム
に
集
う

５
８
０
０
人
が
出
席
し
、
開

催
さ
れ
た
岡
山
市
の
成
人
式

屋
内
行
事
は
約
１
時
間
半
で

終
わ
り
、
屋
外
行
事
に
移
り
、

救
出
訓
練
、
分
列
行
進
、
放
水

訓
練
な
ど
が
あ
り
、
風
も
強
く
、

寒
い
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
市
民
も
見
学
に
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

勇壮な放水訓練

消
防
ヘ
リ
で
の
救
出
訓
練

少年消防クラブ入退団式及び
防火教室のご案内

日時：３月14日(土) 10時より
※防火教室は入退団式終了後

場所：町内集会所及びききょう公園
入退団式の参加者 ４・５・６年生
防火教室の内容 起震車の体験、は
しご車の試乗、消火器の取扱い他



去
る
１
月
15
日
（
木
）
午
後

七
時
よ
り
吉
備
公
民
館
に
於
い

て
、
地
域
住
民
約
１
３
０
人
が

参
加
し
て
「
政
令
指
定
都
市
・

岡
山
」
の
市
民
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
企
画
局
の
難
波
局
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
高
橋
課
長
代
理
よ

り
「
政
令
指
定
都
市
の
意
義
、

行
政
区
画
・
区
役
所
・
区
名

（
北
・
南
・
中
・
東
区
役
所
）
、

区
役
所
の
概
要
、
区
の
概
要

（
人
口
、
面
積
）
、
本
庁
、
区

役
所
、
支
所
・
地
域
セ
ン
タ
ー
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の

組
織
体
制
、
政
令
指
定
都
市
・

岡
山
の
実
現
で
見
込
ま
れ
る
効

果
・
移
行
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
、

住
所
の
変
更
（
岡
山
市
北
区
花

尻
）
、
平
成
21
年
度
の
岡
山
市

の
組
織
、
施
設
名
称
、
管
轄
区

域
、
選
挙
区
の
変
更
、
県
か
ら

市
に
窓
口
が
か
わ
る
も
の
、
区

役
所
・
支
所
・
地
域
セ
ン
タ
ー

で
取
り
扱
う
主
な
業
務
」
等
々

約
50
分
に
わ
た
っ
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
質
問
に
入
り
ま
し

た
。
主
な
質
問
内
容
は
「
組
織

が
増
え
る
が
人
員
は
増
え
る
の

か
、
吉
備
支
所
は
吉
備
地
域
セ

ン
タ
ー
と
な
る
が
、
取

扱
い
業
務
は
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
セ
ン
タ
ー
の
人

員
は
何
人
に
な
る
の
か
、

今
ま
で
は
本
庁
ー
支
所

で
あ
る
が
、
政
令
指
定

都
市
に
な
れ
ば
、
本
庁
ー

区
役
所
ー
地
域
セ
ン
タ
ー

と
な
る
が
、
大
半
は
区

役
所
に
行
く
の
で
は
な

い
か
、
た
ら
い
回
し
に

し
な
い
よ
う
に
し
て
欲

し
い
、
セ
ン
タ
ー
に
は

庁
内
の
問
題
を
持
ち
込

む
こ
と
が
多
い
、
地
元

の
こ
と
が
解
る
人
を
配

置
し
て
貰
い
た
い
、
庭
瀬
出
張

所
（
消
防
）
を
引
き
上
げ
る
予

定
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
地
元

に
は
何
ら
相
談
が
な
い
、
住
民

不
在
で
は
な
い
か
」
等
々
多
岐

に
わ
た
り
六
人
の
方
よ
り
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
市
当
局
よ
り

「
吉
備
地
域
セ
ン
タ
ー
は
９
人

体
制
。
産
建
関
係
の
応
急
措
置

は
地
域
セ
ン
タ
ー
ー
で
行
う
。

単
に
区
役
所
に
伝
え
る
の
で
は

な
く
、
内
容
を
十
分
把
握
し
て

伝
え
る
。
総
務
民
生
関
係
の
取

扱
事
務
は
変
わ
ら
な
い
。
自
動

交
付
機
（
住
民
票
等
）
を
市
内

10
ヵ
所
ぐ
ら
い
設
置
す
る
。
市

役
所
は
国
と
の
対
応
と
な
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
区
役
所
と
な

る
。
市
民
要
望
に
応
え
る
対
応

を
し
た
い
。
政
令
市
に
な
れ
ば
、

県
か
ら
の
移
行
事
務
は
増
え
る

が
、
職
員
数
は
変
わ
ら
な
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
、
約
２
時
間

で
説
明
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

ら
は
市
・
Ｊ
Ｒ
と
対
応
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

最
近
、
公
共
施
設
、
特
に
公

園
の
ト
イ
レ
や
防
球
ネ
ッ
ト
、

樹
木
な
ど
で
イ
タ
ズ
ラ
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

先
日
き
き
ょ
う
公
園
の
ト
イ

レ
が
何
者
か
に
壊
さ
れ
、
修
理

に
時
間
と
多
額
の
工
事
費
が
か

か
り
ま
し
た
。

も
し
、
そ
の
よ
う
な
者
を
見

か
け
ら
れ
た
場
合
は
、
西
署
か

吉
備
交
番
に
連
絡
下
さ
い
。
ま

た
、
不
審
な
車
や
不
審
車
を
見

ら
れ
た
場
合
も
警
察
に
連
絡
下

さ
い
。

安
全
で
安
心
な
町
内
会
を
め

ざ
し
ま
す
。

(4) 第４２７号 町 内 新 聞 平成２１年２月１日 発行

政
令
市
の
説
明
会
を
開
催

公
開
は
と
ぽ
っ
ぽ
の
お
知
ら
せ

「
陵
南
つ
ぼ
み
会
・
は
と
ぽ
っ
ぽ
班
」
の

活
動
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

左
記
の
通
り
、
は
と
ぽ
っ
ぽ
班
の
活
動
見
学
会
を
行
い
ま

す
。
０
歳
児
か
ら
入
園
前
の
お
子
さ
ん
の
お
ら
れ
る
方
、
申

し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

当
日
は
お
や
つ
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

☆
日
時

二
月
十
七
日(

火)

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
頃
ま
で

☆
場
所

花
尻
町
内
集
会
所

☆
持
ち
物

お
茶
、
お
手
ふ
き
、
筆
記
道
具

☆
お
問
い
合
せ
先

森
下

〇
九
〇
ー
七
八
九
一
ー
〇
五
八
七

吉
田

〇
八
六
ー
二
六
八
ー
八
八
一
九

説明会で挨拶する難波企画局長

笹
ヶ
瀬
川
側
道
も
ほ
ぼ
完
成

堤
防
も
通
行
可
能
に

き
き
ょ
う
公
園
周
辺
の
側
溝
改
修
が
行
わ
れ
る

公
共
施
設
を
大
切
に
使
お
う

不
審
者
・
車
を
見
ら
れ
た

場
合
は
警
察
に
通
報
を
！

懸
案
だ
っ
た
笹
ヶ
瀬
川
改

修
工
事
も
吉
備
線
南
側
の
樋

門
工
事
、
吉
備
線
下
の
道
路

工
事
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

堤
防
、
側
道
工
事
は
ほ
ぼ
完

成
し
ま
し
た
。

３
ヵ
所
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
も
元
の
位
置
に
設
置
、
道

路
も
歩
道
を
設
け
る
な
ど
地

元
要
望
に
添
っ
た
形
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
工
事
で
ひ
と
ま
ず
、

水
害
か
ら
守
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
き
ょ
う
公
園
回

り
の
側
溝
の
ふ
た
掛
け
（
グ

レ
ー
チ
ン
グ
）
、
あ
か
ね
町

（
通
学
道
）
の
側
溝
も
行
い
、

安
全
性
も
高
ま
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
政
令
市
移
行
と

な
り
、
県
道
は
岡
山
市
に
移

管
（
新
幹
線
側
道
、
妹
尾
・

御
津
線
等
）
さ
れ
ま
す
。

現
在
新
幹
線
南
側
の
工
事

が
進
ん
で
お
り
、
開
通
が
待

た
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
ニ
シ
ナ
南
の
交
差
点
改

良
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
れ
か

完成したみどり町の側道

側溝の蓋掛け工事 が行われました


